


近頃は、なんだかお天気の予測がつ
けにくくなっているように思うのは、私
だけでしょうか？２月に春のような暖
かい日があったかと思うと、３月、４月
にものすごく寒い日があったり、５月
には、台風かと思うような暴風が吹き
荒れたりしています。
それでも、季節は巡って、田んぼの景
色も日々違う顔を見せてくれますし、
野原では、様々な自然の営みが・・・。
そこで、今回は『やぶこぎ 川辺の草
はらと生き物たち』（モリナガ・ヨウ作
畠佐代子解説 くもん出版 2023年
刊）を紹介します。実は、私、毎日橋を
渡って通勤しておりまして、この絵本
の絵に馴染みがありすぎて、絵本を
見ながら、ガサガサと妄想「やぶこ
ぎ」をしてしまいました。皆さんも、絵
本で河川敷の探索をしてみましょう。
絵本は、見開きいっぱいの初夏の河
川敷の絵から始まります。次のページ
は、これも見開きいっぱいに見上げる
高さに育った「オギ」原の絵。
赤いかっぱ（雨具）を着て、赤い帽子
をかぶり長靴をはいて完全武装をし
た女の子（？）が、両手で泳ぐように
オギをかき分けて、中に入っていきま
す。「やぶこぎ」です。
絵本には、この完全武装の仕方や、こ
こで見ることができる動物や植物た
ちの絵と情報が書かれています。

それから、近くの田んぼのこと、
橋の下の様子や雨の時の川の
様子、そして、夕暮れの河川敷
の様子。どの絵も、これは、赤川
の河川敷を歩いたんじゃない
の？と思うくらいに、馴染みの風
景です。きっと、日本中にこのよ
うな景色が、あるのでしょうね。
「やぶこぎ」をしたあとは、フィー
ルドワークの後始末。着ていたも
の、履いていたもの手入れの仕
方や、押し葉作りもいかが？と、
さりげなく書かれています。最後
のほうには、解説者が、現在の
河川敷の様子や、四季の河川
敷の姿を、写真と文字で解説し
ています。
絵本は、物語を楽しむのも良い
ですが、こんな絵本に出会うと、
これ読んでから、河川敷に子ど
もと行きたいなぁ。行って来たら、
またこの絵本を一緒に読みたい
なぁ。と思ってしまいます。
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